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（１）日本の情報ポータルサイトの使いやすさについて 
・  データベース（ＤＢ）で更新されていないものあり、利用価値少ない 
・        生物系の必要なＤＢの所在が不明でアクセス不便 

（すべての情報検索が１つのｇａｔｅｗａｙから実行できれば便利） 
・        ＤＢのポータルサイトで形式、用語が不統一、標準化が望まれる 
・  必要な時にすぐ必要な情報が得られる。Google のような高性能な検索ツールが 

欲しい 
・        洗練されたインターフェース、グラフィック表示、ファイル形式（.エクセルなど）など扱い

やすいアウトプットを望む 
・        ゲノム、タンパク情報と特許情報との連携を密にし、知財情報の入手が簡潔な DB が

必要 
・        各省庁の国プロの成果がすべてＤＢとして公開されていない 

生データが入手できれば企業はＤＢ化や必要なツール作成を自社内で進め国プロの

成果を活用できる 
・        基本的なインフラとしてアカデミックだけでなく国民に安価に広く公開すべきである 
  
概してわが国のバイオ情報ＤＢはＩＴ系の人で作られていて、バイオ系の人にはややユー

ザーフレンドリーでないところあり（ＮＣＢＩとの比較）。 バイオ系の人も積極的にＤＢ、シス

テムつくりに加わるべきであろう。 

 
 

（２）翻訳について 
 ・  英文のデータベースの翻訳版は必要なし。ただしデータベースの概要説明、利用領域 

などは日本語のものがあれば便利 
  

 
 以上 
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